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令
和
元
年
５
月
21
日
、
内
閣
府
よ
り
春
の
叙
勲
が
発
令
さ
れ
、
当
協
会
の
澤
野
道
玄
理

事
（
㈱
さ
わ
の
道
玄
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
９
月
14
日
に
は
㈱
さ
わ
の
道
玄
と
社
寺
建
造
物
美
術
保
存
技
術
協
会
と
の
共
催
で

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
於
い
て
祝
賀
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
、
当
日
は
、
当
協
会
荒

木
理
事
・
片
山
理
事
よ
り
花
束
が
贈
呈
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
代
表
理
事
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
修
理
を
牽
引
す
る
技
術
者
の
御
一
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
後
継
者
育
成
に
も
力

を
注
い
で
こ
ら
れ
た
澤
野
理
事
の
長
年
の
ご
功
績
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
認
め
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
四
頁
に
続
く
）

　
旭
日
単
光
章
と
は

　

旭
日
章
は
明
治
８
年
に
日
本
の
最
初
の

勲
章
と
し
て
制
定
。
自
治
体
の
公
職
者
、

公
共
団
体
の
長
な
ど
で
各
分
野
で
の
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
。

　

今
年
度
、
社
寺
建
造
物
美
術
保

存
技
術
協
会
で
は
（
公
財
）
全
国

国
宝
重
要
文
化
財
所
有
者
連
盟
に

対
し
、
当
協
会
会
員
、
ま
た
は
同

等
の
技
術
・
実
績
を
有
す
る
当
協

会
準
会
員
に
原
則
と
し
て
資
格
を

限
定
す
る
こ
と
を
入
札
条
件
に
含

め
て
い
た
だ
く
旨
要
望
書
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

　

予
て
よ
り
当
協
会
で
は
、
文
化

財
修
理
の
健
全
な
発
展
と
責
任
あ

る
施
工
を
業
界
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
た
め
、
体
制
強
化
に
努

め
て
お
り
、
平
成
29
年
に
は
皆
様

の
ご
理
解
の
も
と
、
正
会
員
が
雇

用
す
る
技
術
者
を
当
協
会
の
準
会

員
と
し
て
登
録
し
、
施
工
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
義
務
付
け
ま
し

た
。

　

専
門
性
の
高
い
技
術
と
実
績
を

日
々
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
、
貴

重
な
文
化
財
を
適
切
に
後
世
に
残

し
て
い
く
こ
と
へ
と
繋
が
り
ま

す
。
当
協
会
が
踏
み
出
し
た
意
義

の
深
い
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
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● 令和１年度　年間事業報告 ●
平成31年/令和1年 活動（●は国庫補助事業） 場　　所

4月26日 第1回　理事会 / 金具部会 京都　元山王小学校内　ふれあいサロン

5月11日 通常総会 京都　元山王小学校内　ふれあいサロン

5月25日 臨時理事会 京都　元山王小学校内　社美協事務所

6月4日 第2回　研修委員会 東京　 TKP 東京駅八重洲カンファレンスセンター

6月15日 臨時理事会 京都　元山王小学校内　社美協事務所

6月19日 京都府文化財所有者等連絡協議会　総会 京都　百万遍知恩寺　衆会堂

6月20日 伝統建築工匠保存会　総会 東京　国立科学博物館日本館講堂

8月5日～6日 ●新規採用者のための文化財修理研修会 東京　第三協栄ビル　会議室
（一社）日本建築学会　会議室

7月 第2回　理事会 通信理事会

7月25日 文化財修理技術保存連盟（文技連）　総会 京都　パレスサイドホテル

8月26日～29日 ●固有技術向上研修会【彩色部門　第Ⅰ期】 京都　車折神社境内　芸能神社本殿
元山王小学校内　社美協事務所

9月2日～6日 ●固有技術向上研修会【漆部門　第Ⅰ期】 京都　車折神社境内　芸能神社本殿

9月17日～21日 ●固有技術向上研修会【漆部門　第Ⅱ期】 京都　車折神社境内　芸能神社本殿

10月7日～11日 ●固有技術向上研修会【単色塗部門　第Ⅰ期】 京都　車折神社境内　芸能神社本殿

10月18日 第3回　理事会 京都　元山王小学校内　社美協事務所

10月28日～11月1日 ●固有技術向上研修会【単色塗部門　第Ⅱ期】 京都　車折神社境内　芸能神社本殿

10月28日～11月1日 ●固有技術向上研修会【金具部門　①金具補修】 東京　㈱小西美術工藝社　東京工房

11月9日～10日
文化庁選定保存技術公開事業
日本の技体験フェア2019展示・体験
全国文化財保存技術連合会　令和元年度総会

沖縄　沖縄県立武道館

11月22日 ●固有技術向上研修会【金具部門　②鋳造】 大阪　㈱大谷相模掾鋳造所

令和2年

1月17日 第4回　理事会 京都　元山王小学校内　社美協事務所

2月13日～14日 ●中・上級技術者研修 埼玉　歓喜院聖天堂

3月2日～6日 ●固有技術向上研修会【彩色部門　第Ⅱ期】 京都　㈲川面美術研究所

3月19日（予定） 臨時理事会 京都　㈱小西美術工藝社　京都支社

※他団体の実施する会議などへの参加は、主要なもののみ掲載
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令和2年度社寺建造物装飾技術者事業計画（国庫補助事業）

① 

伝
承
者
の
養
成

１．新規採用者のための文化財修理研修会　＜対象：新入社員〜就業3年目程度＞
新規採用者等に対し、文化財修理現場に於ける技術者としての知識を習得する基礎研修を行う。

２．中・上級技術者研修会　＜対象：実務経験10年以上の技術者＞
文化財建造物装飾分野の研鑽を深め、後継者へ知識・経験を継承していくことを目的とし、最新の文化財

行政動向の理解、また実際の施工現場を題材とした課題や取り組みの共有、改善策の検討を行う。

② 

技
術
・
技

能
の
錬
磨

３．固有技術向上研修会　＜対象：実務経験10年以下の技術者＞
「漆」「彩色」「単色塗」「金具」「剥落止」各専門分野の技術研修会の実施

◇彩色・単色塗・金具部会：平成30年度からの継続研修　車折神社�芸能神社本殿現場研修

③ 

関
連
技
術 

４．建造物装飾修理用資材研修会　＜対象：概ね実務経験10年以上の技術者＞
建造物装飾に関連する技術や材料の理解を深めることを目的とする。見学や講義、実践などで知識を習得

することにより、実務での効果的な使用へと活かす。

④ 

記
録
作
成

刊
行
　

〇ホームページによる活動報告

○報告書と会報「すいかずら」による研修事業の成果報告（年１〜２回発行）

ご
あ
い
さ
つ　

代
表
に
な
り
早
く
も
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
４
月
か
ら
二
期
目
を

務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
先
代
会
長
の
荒
木
さ
ん
の
方
針

を
基
礎
に
、
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
、
社
美
協
準
会
員
の
中
か
ら
、
16
年
以
上
の
実
務
経
験
と
、

確
か
な
技
術
・
実
績
を
有
す
る
職
人
を
上
級
技
能
者
と
し
て
認
定
を

し
ま
し
た
。
準
会
員
と
は
、
正
会
員
に
登
録
さ
れ
て
い
る
文
化
財
修
理
事
業
者
と
雇
用
関
係
に
あ

る
職
人
を
指
し
、
こ
れ
は
平
成
29
年
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
協
会
で
は
、
16
年
以
内
の
職
人
の
認
定
制
度
と
研
修
制
度
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
初
級
と
中
級
の
認
定
に
向
け
て
、
ま
ず
は
初
級
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
社
美
協
五
部
門
（
漆
、

彩
色
、
剥
落
止
、
単
色
塗
、
金
具
）
毎
に
定
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
続
い
て
、
準
上
級
技
能
者
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
、
一
通
り
完
成
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
認
定
を
し
た
上
で
、
新
た
な
準
会
員
に
は
毎
年
研
修
を
受
講
い
た
だ
き
、

安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
二
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。社
美
協
の
事
業
者
が
修
理
工
事
を
担
当
す
る
場
合
、

確
か
な
技
術
を
持
つ
職
人
（
準
会
員
）
が
施
工
に
あ
た
る
こ
と
で
、
文
化
財
所
有
者
、
文
化
庁
、

設
計
管
理
な
ど
、
各
方
面
の
関
係
者
が
安
心
し
て
、
発
注
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
立
し
た

い
と
い
う
の
が
そ
の
一
つ
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
制
度
の
国
家
資
格
化
で
す
。
私
は
10
年
前
に
こ
の
業
界
に
携
わ
っ
た
時
か
ら
、

人
間
の
髪
の
毛
を
切
る
仕
事
な
ど
に
国
家
資
格
が
あ
る
一
方
で
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
に
従

事
す
る
職
人
に
国
家
資
格
が
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
担
う
、
日
本
の
文

化
財
を
守
る
と
い
う
大
事
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
の
法
律
に
基
づ
い
た
資
格
へ
と
整
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
国
家
資
格
は
天
か
ら
降
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
協
会
と
し
て
、
枠
組
み
を
定

め
、
安
定
的
な
運
営
と
、
制
度
の
正
当
性
を
証
明
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
今
は
そ
の
整
備
段
階
で
す
。

　

社
美
協
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
21
社
体
制
を
目
指
し
ま
す
。
文
化
財
修
理
を
手
掛
け
る
事
業

者
全
社
に
入
会
い
た
だ
き
、
皆
で
職
人
の
技
術
向
上
、
技
術
継
承
に
努
め
る
た
め
に
、
意
見
を
出

し
合
い
、
研
修
を
重
ね
て
、
業
界
の
健
全
た
る
発
展
と
、
文
化
財
の
正
し
い
修
理
を
推
進
す
る
組

織
の
実
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
当
協
会
へ
の
ご
協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

�

代
表
理
事　

ア
ト
キ
ン
ソ
ン�

デ
ー
ビ
ッ
ド�

マ
ー
ク
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令
和
元
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
社
寺
建
造
物
美
術
保
存

技
術
協
会
理
事
の
澤
野
道
玄
さ
ん
が
、
文
化
財
保
護
へ
の
多
大
な
御
功
労
に

よ
り
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
栄
誉
に
対
し
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

澤
野
道
玄
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
文
化
財
の
修
復
に
携
わ
ら
れ
て
以
降
、

約
48
年
の
長
き
に
わ
た
り
文
化
財
の
保
存
修
理
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
中
で
も
桂
離
宮
に
お
け
る
木
部
保
存
処
置
や
建
造
物
堂
内
彩
色
の
剥
落

止
め
で
は
様
々
な
先
端
技
術
も
取
り
入
れ
、
劣
化
が
著
し
く
危
機
的
な
状
況

に
あ
っ
た
文
化
財
に
対
し
、
多
彩
な
技
術
を
駆
使
し
て
献
身
的
に
保
存
修
理

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
「
社
寺
建
造
物
美
術
協
議
会
」（
現
技
術
協

会
の
旧
称
）
の
会
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
19
年
の
国
の
選
定
保
存
技
術
「
建

造
物
装
飾
」
団
体
認
定
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
な
ど
、
平
成
23
年
３
月
ま

で
の
５
年
間
、
団
体
と
し
て
文
化
財
保
存
技
術
の
向
上
や
技
能
者
育
成
等
に

も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

澤
野
道
玄
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
で
は
、
私
も
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

保
存
修
理
で
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、
澤
野
さ
ん
は
豊
富
な
知
識
と
経
験
で
培

わ
れ
た
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
温
厚
篤
実

な
お
人
柄
が
印
象
的
で
、
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
「
ま
あ
、
何
と
か
な
り

ま
す
よ
。」
と
、
い
つ
も
穏
や
か
に
そ
し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
績
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
信
頼
と
人
望
が
寄
せ

ら
れ
る
由
縁
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
頃
、
澤
野
道
玄
さ
ん
か
ら
、「
そ
ろ
そ
ろ
会
社
も
後
進
に
譲
り
、

仕
事
の
一
線
か
ら
退
い
て
ゆ
っ
く
り
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。」
と
お
伺
い

し
て
い
ま
し
た
が
、
秋
に
文
化
財
の
各
種
選
定
保
存
技
術
保
持
団
体
等
の
集

ま
り
で
あ
る
文
化
財
修
理
技
術
保
存
連
盟
（
文
技
連
）
会
長
に
御
就
任
さ
れ

た
と
の
報
を
聞
き
、
ご
本
人
の
意
は
半
ば
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
文
化
財
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
御
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
も
文
化
財
保
存
技
術
の
向
上
と
発
展
に
対
し
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

澤野道玄さんの叙勲を祝して
京都府教育庁指導部文化財保護課　建造物担当課長　鶴　岡　典　慶

　

私
が
社
美
協
に
入
会
し
て
早
や
25
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
の

人
生
は
社
美
協
と
共
に
あ
っ
た
と
申
し
上
げ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
度
社
美
協
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

発
足
当
時
は
同
業
者
の
親
睦
団
体
で
あ
り
ま
し
た
が
、
選
定
保
存
団

体
と
し
て
認
定
を
受
け
る
頃
よ
り
社
美
協
が
変
化
を
始
め
た
の
で
す
。

会
則
の
改
定
に
よ
っ
て
入
会
条
件
を
緩
和
し
、
新
た
な
条
件
の
も
と
会

員
数
は
倍
増
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
を
機
軸
と
し
た
運
営
、
技
能
認
定

制
度
や
準
会
員
制
度
の
導
入
、
そ
し
て
社
美
協
の
法
人
化
な
ど
矢
継
ぎ

早
に
改
革
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。
こ
れ
ら

は
社
美
協
の
公
益
的
な
使
命
に
応
え
る
た
め
の
骨
格
作
り
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。よ
う
や
く
選
定
保
存
団
体
と
し
て
の
活
動
の
準
備
が
整
い
、

船
出
の
時
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
社
美
協
は
ど
の
よ
う
な
針
路
を
と
り
、
航
行
し
て

行
く
の
で
し
ょ
う
か
、
と
て
も
私
に
は
見
届
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
た
だ
次
代
を
担
う
会
員
の
皆
様
方
の
協
力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
発

展
し
た
社
美
協
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
社
美
協
の

目
的
で
も
あ
る
「
業
界
の
健
全
な
る
発
展
」
と
「
責
任
あ
る
施
工
」
を

達
成
し
た
姿
な
の
で
あ
り
ま
す
。
で
は
、「
業
界
の
健
全
な
る
発
展
」

と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
会
員
各
事
業
所
の
経
営
の
安

定
を
意
味
し
ま
す
。
し
か
し
会
員
20
社
が
競
合
す
る
現
状
で
は
、
安
定

を
求
め
る
こ
と
は
簡
単
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
技
能
者
の
正
社
員

化
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
競
合
が
続
く
な
ら
ば
、
経
営
は
苦
し
く
な
り
、

活
路
と
し
て
会
員
相
互
間
で
の
事
業
集
約
化
が
、
近
い
将
来
進
ん
で
行

く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
次
に
「
責
任
あ
る
施
工
」
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
準
会
員
に
よ
る
施
工
体
制
に
よ
っ
て
施
工
責
任
を
明
確
に
し
、
同

時
に
修
理
技
能
者
の
意
識
改
革
を
計
り
、
社
会
的
地
位
も
確
立
す
る
と

い
う
目
的
が
あ
る
の
で
す
。
日
本
の
文
化
、
日
本
の
文
化
財
を
支
え
る
、

強
い
意
志
と
、卓
越
し
た
技
能
を
有
し
た
準
会
員
を
育
成
す
る
責
任
を
、

社
美
協
は
今
後
益
々
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
末
筆
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
の
ご
支
援
と
ご
交
宜
に
対
し
て
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
、
さ
ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
祈
り
ま
す
。

社 美 協 と 共 に
株式会社さわの道玄　相談役　澤　野　道　玄

　澤野道玄理事の旭日単光章の受章に際し、京都府教育庁指導部文化財保護課�鶴岡様に寄せていただいた祝辞と、澤野理事
の当協会へのメッセージを掲載いたします。令和元年度を以て澤野理事は当協会を退任されます。
　協会発足から25年に亘り協会の発展と後継者育成に尽力くださいましたことに、深く御礼申し上げます。
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　今後の協会活動の効率化を図り、令和２年度から運営体制を刷新いたします。

新体制　概要
１）常務理事の設置

　�代表理事の体制を担える社美協正会員、有限会社�川面美術研究所、株式会社�小西美術工藝社、株式会社�さわの道玄３社

を常務理事として設定する。任期：２年間

２）理事の設置

　�１）で設置した３社の他に、常務理事と共に協会活動を検討し、運営していく３社の理事（各社代表者）を構える。常務

理事以外の全正会員事業所が輪番制で担当する。任期：２年間

３）部会長の設置

　�社美協５部門を担当する部会長を設置。前述の２）理事とは別に、部門ごとの担当を担う各会員事業所の中堅準会員で構

成し、研修事業の企画や運営を担う。理事同様輪番制とする。任期：２年間

社寺建造物美術保存技術協会　新体制

新 体 制 図

常
務
理
事

　 

株
式
会
社 

さ
わ
の
道
玄

常
務
理
事

　
株
式
会
社 

小
西
美
術
工
藝
社

常
務
理
事

　
有
限
会
社 

川
面
美
術
研
究
所

代 表 理 事

常務理事から選任

部会長部会長部会長 部会長 部会長

全正会員より５社。中堅準会員５名で構成。任期ごと輪番制。

理　事 理　事 理　事

全正会員より３社。原則、正会員代表者で構成。任期ごと輪番制。
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国庫補助事業研修会　【伝承者の養成】

「新規採用者のための文化財修理研修会」
期　　　間：令和1年8月5日～8月6日
講　　　師：賀古唯義（（公財）文化財建造物保存技術協会）、伊達　章（（財）中小建設業特別教育協会）
場　　　所：第三協栄ビル302号室、建築会館308会議室（いずれも東京都港区）
研　修　生：21名

「中・上級技術者研修会」

　
「
剥
落
止
め
」
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
選
定
保

存
技
術
「
建
造
物
彩
色
」
保
持
者　

馬
場
良
治
氏
、（
公
財
）

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会�

内
海
勝
博
氏
、
㈱
小
西
美
術

工
藝
社　

横
田
敏
行
氏
を
講
師
に
迎
え
、
平
成
15
年
か
ら
平
成

22
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
聖
天
堂
保
存
修
理
工
事
を
振
り
返

り
、
当
時
の
修
理
の
進
行
や
、
修
理
技
法
に
つ
い
て
解
説
い
た

だ
い
た
後
、
研
修
生
の
皆
様
に
は
、
和
紙
を
用
い
た
彩
色
塗
膜

の
保
護
や
鍮
泥
下
地
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

修
理
時
の
材
料
や
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
共
有
を
交
え
つ
つ
、
意

見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
修
理
に
従
事
す
る
技
術
者
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
基

礎
知
識
を
学
ぶ
本
研
修
。
初
日
は
『
重
文�

八
千
代
座
の
実
例�

―

保
存
と
活
用
の
両
立
』
と
題
し
、（
公
財
）
文
化
財
建
造
物
保
存

技
術
協
会�

賀
古
唯
義
氏
を
講
師
に
迎
え
、
明
治
時
代
の
芝
居
小

屋
建
築
「
八
千
代
座
」（
熊
本
県
）
を
題
材
に
、
文
化
財
修
理
の

計
画
・
調
査
か
ら
施
工
、
竣
工
後
の
活
用
方
法
ま
で
、
一
連
の
進

行
を
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
関
係
者
や
地
元
の
方
々
の

並
々
な
ら
ぬ
思
い
と
努
力
を
受
け
て
工
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
研
修
生
に
と
っ
て
は
、
技
術
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
任

と
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
日
目
は
『
雇

い
入
れ
時
の
安

全
衛
生
教
育
』

と
し
て
、
労
働

災
害
を
起
こ
さ

ず
心
身
共
に
健

康
で
安
全
に
業

務
に
あ
た
る
た

め
の
知
識
や
法

令
を
学
習
し
ま

し
た
。

期　　　間：令和2年 2月13日～2月14日
講　　　師： 馬場良治（選定保存技術「建造物彩色」保持者）、内海勝博（（公財）文化財建造物保存技術協会）、 

横田敏行（㈱小西美術工藝社）
場　　　所：歓喜院聖天堂（埼玉県熊谷市）
研　修　生： （一社）社寺建造物美術保存技術協会　10年以上の実務経験者　10名、 

（公財）日光社寺文化財保存会　2名
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国庫補助事業研修会【技術・技能の錬磨】

「彩　色　研　修　会」
期　　　間：第Ⅰ期　令和1年8月26日～8月29日、第Ⅱ期　令和2年3月2日～3月6日
講　　　師：荒木かおり、助手 宍戸優子（㈲川面美術研究所）
場　　　所：第Ⅰ期　車折神社　芸能神社本殿、社美協事務所、第Ⅱ期　㈲川面美術研究所（いずれも京都市内）
研　修　生：第Ⅰ期　4名、第Ⅱ期　2名 

　

荒
木
講
師
の
建
築
装
飾
・
蟇
股
彫
刻
の
変
遷
に
関
す
る

講
義
を
受
講
し
た
後
、
縁
下
幕
板
の
剣
先
・
巴
の
ト
レ
ー

ス
、
割
付
、
型
彫
り
と
、
蟇
股
彫
刻
の
調
査
、
復
元
図
の

二
班
に
分
か
れ
て
研
修
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
蟇
股
彫
刻

で
は
ま
だ
あ
ま
り
経
験
の
な
い
彩
色
調
査
で
の
状
態
の
読

み
取
り
に
苦
労
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
今
年
度
は
、
来
年
度
の
実
施
に
向
け
脇
障
子
の

図
案
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
は
選
出
さ
れ
た
図
案

が
彩
色
施
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
、
脇
障
子
框
、
竹
の
節
、
縁
下
幕
板
、
御
扉

と
い
っ
た
様
々
な
難
易
度
の
部
位
を
対
象
に
、
漆
塗
り
の

一
連
の
工
程
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
暑
の
厳
し

さ
や
、
大
雨
に
見
舞
わ
れ
て
作
業
が
中
断
す
る
な
ど
あ
り

ま
し
た
が
、
研
修
生
ら
は
熱
心
に
長
屋
講
師
の
指
導
に
耳

を
傾
け
、
手
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

細
か
い
作
業
を
要
し
、
部
材
も
多
い
竹
の
節
彫
刻
を
担

当
し
た
研
修
生
ら
は
、
残
念
な
が
ら
現
場
研
修
で
作
業
終

了
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
追
加
研
修
の
中
で
各
自
受

け
持
っ
た
部
材
を
完
遂
さ

せ
ま
し
た
。

「漆　塗　研　修　会」
期　　　間： 第Ⅰ期　令和1年9月2日～9月6日、第Ⅱ期　9月17日～9月21日、追加研修 令和1年10月～12月
講　　　師：長屋　進（㈱さわの道玄）
場　　　所：車折神社　芸能神社本殿（京都市）、追加研修　担当研修生の各事業所にて実施
研　修　生：5名　　追加研修　2名

固有技術向上研修会
　初級技術者を対象に各部門技術の一連の工程の習得と基礎技術の向上を意図した本研修では、車折神社（京都市右京区）
芸能神社本殿で昨年度から３ヵ年の実技研修を進めています。塗装の掻落しと錺金具の取外しまでを終えた平成30年度に続
き、今年度は、漆、彩色、単色塗、錺金具の各部門に於いて、塗装や補修の実技研修を実施しました。
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片
山
講
師
指
導
の
も
と
、
今
年
度
は
昨
年
度
掻
落
し
ま
で
進
め

ら
れ
た
屋
根
回
り
、
躯
体
部
分
を
対
象
に
胡
粉
、
丹
、
墨
、
黄
土

の
単
色
塗
装
を
施
工
し
ま
し
た
。
研
修
生
ら
は
施
工
対
象
の
養
生

に
始
ま
り
、
塗
料
の
調
合
、
ド
ー
サ
引
き
、
下
塗
り
、
上
塗
り
と

い
う
一
通
り
の
工
程
を
理
解
す
る
と
共
に
、
温
湿
度
で
変
化
す
る

塗
料
の
状
態
を
体
得
し
、
調
整
や
ネ
タ
の
配
り
方
、
道
具
の
扱
い

に
よ
る
対
処
方
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

国庫補助事業研修会

「単 色 塗 研 修 会」
期　　　間：第Ⅰ期　令和1年10月7日～11日、第Ⅱ期　10月28日～11月1日
場　　　所：車折神社境内　芸能神社本殿（京都市）
講　　　師：片山龍馬（㈱片山）
研　修　生：4名

「金 具 研 修 会　①」

　

昨
年
度
取
り
外
し
た
金
具
を
対
象
に
、
研
修
生
ら
は
合
番
付
か

ら
煮
洗
い
、
仕
様
調
査
、
叩
き
直
し
と
い
っ
た
基
本
的
な
補
修
の

流
れ
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の

新
規
製
作
研
修
に
向

け
て
、
欠
損
部
位
の

紋
章
製
作
の
練
習
、

新
規
製
作
金
具
の
図

面
製
作
を
進
め
ま
し

た
。

　

日
頃
あ
ま
り
交
流

の
な
い
金
具
部
門
の

若
手
研
修
生
ら
に

と
っ
て
は
、
異
な
る

会
員
事
業
所
同
士
の

技
術
交
流
の
場
と
も

な
っ
た
よ
う
で
す
。

期　　　間：令和1年10月28日～11月1日　
場　　　所：㈱小西美術工藝社 東京工房（東京都大田区）
講　　　師：宍戸康一（㈱小西美術工藝社）
研　修　生：3名
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「金 具 研 修 会　②」

　

本
研
修
で
は
、
銅
製
金
具
の
補
修
研
修
と
は
別
建
て
で
、
新
規

擬
宝
珠
金
具
の
鋳
造
工
程
の
う
ち
、
砂
型
工
程
の
型
込
め
か
ら
鋳

型
の
組
立
て
ま
で
を
体
験
し
、
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
じ
金
具
部
門
の
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鋳
造
は
未
経
験
の

研
修
生
ら
は
、慣
れ
な
い
材
料
や
道
具
の
扱
い
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、

大
谷
講
師
の
実
演
を
熱
心
に
傾
聴
し
な
が
ら
手
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。

　

大
谷
相
模
掾
鋳
造
所

で
研
修
生
ら
の
完
成
さ

せ
た
砂
型
へ
の
鋳
造
が

進
め
ら
れ
、
来
年
度
の

研
修
で
表
面
仕
上
げ
、

取
付
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
開
始
し
た
車
折
神
社　

芸
能
神
社
が
い
よ
い
よ
来
年
度
竣
工
を

迎
え
ま
す
。

　

現
地
研
修
は
、
屋
内
で
手
板
や
模
型
を
対
象
に
技
術
を
習
得
す
る
研
修
と
は
趣
が

変
わ
り
、
気
温
変
化
や
風
雨
、
ま
た
周
囲
に
は
一
般
の
参
拝
客
も
お
ら
れ
、
実
務
に

近
い
条
件
の
も
と
技
術
の
体
得
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
は
酷
暑
や
台
風
の
時
期
の
開
催
と
な
り
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
悪
条

件
の
克
服
も
含
め
参
加
者
の
皆
様
に
研
修
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

漆
塗
、
単
色
塗
の
工
程
を
経
て
、
社
殿
は
既
に
鮮
や
か
な
色
合
い
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
更
に
令
和
２
年
度
の
彩
色
、
金
具
研
修
、
各
部
材
の
取
付
で
七
月

末
の
竣
工
を
目
指
し
完
成
と
な
り
ま
す
。
一
層
多
く
の
方
々
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
芸
能
神
社
を
講
師
、
研
修
生
の
皆
様
と
手
が
け
て
参
り
ま
す
。

　

研
修
期
間
中
の
ご
不
便
を
い
と
わ
ず
貴
重
な
研
修
の
場
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
て
い

る
車
折
神
社
様
の
ご
厚
誼

に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

期　　　間：令和1年11月22日　
場　　　所：㈱大谷相模掾鋳造所
講　　　師：大谷哲秀（㈱大谷相模掾鋳造所）
研　修　生：3名

国庫補助事業研修会

令和 2 年度の車折神社　芸能神社実技研修
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普及・啓発

日
本
の
技
体
験
フ
ェ
ア
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

ふ
れ
て
み
よ
う
！ 

文
化
財
を
守
り
続
け
て
き
た
匠
の
技

　

文
化
庁
主
催
「
日
本
の
技
体
験
フ
ェ
ア
」
は
、
国
内
の
選
定
保
存
技
術
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

展
示
や
実
演
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
活
動
を
一
般
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
協
会
は
、
※10
年
以
上
の
参
加
実
績
が
あ
り
、
各
部
門
技
術
紹
介
の
展
示
や
、
近
年
で
は
建

造
物
修
理
保
存
技
術
を
有
す
る
他
の
３
団
体
と
合
同
で
「
壁
掛
け
製
作
体
験
ラ
リ
ー
」
を
実
施
。

今
年
は
沖
縄
県
那
覇
市
を
会
場
に
、
㈱
小
西
美
術
工
藝
社
か
ら
二
名
、
㈱
さ
わ
の
道
玄
よ
り
一

名
に
運
営
・
実
技
講
師
と
し
て
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
が
数
多
く
来
場
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
体
験
で
は
実
際
の
材
料
を
使
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
難
し
く
、
社
美
協
な
ら
で
は
の
技
術
体
験
の
企
画
に
苦
戦
し
ま
す
。
今
年
は
小
さ
な
お

子
様
か
ら
大
人
ま
で
端
的
に
伝
統
技

術
を
体
感
い
た
だ
け
る
よ
う
マ
ス
キ

ン
グ
テ
ー
プ
を
用
い
た
繧
繝
彩
色
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
展
示
内
容
が
よ
り
深
く

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
高

度
で
繊
細
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
来
場
者
数
は
３
，５
２

６
人
。
令
和
２
年
度
は
東
京
で
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
あ
わ
せ
、
一
層
の
盛
り
上

が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
本
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
27
年
か
ら
名

称
を
変
え
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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社
寺
・
城
郭
等
の
錺
金
物
製
作
・
修
理
を
中
心
と
し
た
専
門
家
集
団
と
し
て
、
平
成
15

年
８
月
に
京
都
府
知
事
認
可
に
依
り
京
都
社
寺
錺
漆
企
業
組
合
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

後
に
業
務
の
拡
大
に
よ
り
、
京
都
社
寺
錺
漆
株
式
会
社
に
組
織
変
更
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

先
輩
会
員
方
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、
文
化
財
を
守
る
と
い
う
意
義
を
探
求
さ
せ
て

頂
き
た
く
、
ま
た
私
共
の
技
術
が
少
し
で
も
社
会
的
な
お
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
幸
甚
で

す
。

　

弊
社
で
は
意
匠
図
か
ら
、
打
立
・
糸
鋸
挽
・
鑢
・
鏨
打
・
蝋
付
・
鍍
金
・
金
箆
掛
・
取

付
ま
で
の
伝
統
的
な
錺
仕
事
を
生
業
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
大
嘗
宮
建
具
錺
調
製
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
上
洛
殿
帳
台
構
錺
製
作
、
伊
勢

神
宮
（
外
宮
他
）
金
銅
飾
調
製
、
文
化
財
で
は
知
恩
院
御
影
堂
金
具
修
理
・
平
等
院
鳳
凰

堂
露
盤
・
西
扉
金
銅
錺
復
元
な
ど
保
存
修
理
に
も
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

錺
の
技
術
は
江
戸
期
に
は
完
成
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て
お
り
、
修
理
の
際
我
々
は
先

人
の
技
術
を
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
非
常
に
難
し
く
、
ま
た
奥
深
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

平
安
期
の
錺
金
物
の
な
か
に
は
、
鉄
地
に
銅
象
嵌
で
水
銀
鍍
金
さ
れ
て
い
る
錺
が
あ
り

ま
す
が
、
今
で
は
緑
青
と
鉄
錆
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
美
し
く
、
錆
び
朽
ち
て
い
く
過
程
も
計
算
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

　

異
種
金
属
接
合
の
為
、
空
気
中
の
湿
気
で
製
作

中
に
も
電
蝕
で
錆
始
め
ま
す
。
こ
れ
を
ク
リ
ヤ
す

る
技
術
等
、
ま
だ
ま
だ
私
共
が
辿
り
着
け
な
い
技

術
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
職
人
の
優
れ
た
美
意
識
と
思
惑
、
技
術

か
ら
外
れ
な
い
よ
う
今
後
も
精
進
い
た
す
所
存
で

す
。

　　

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

後
藤
錺
金
具
製
作
所
は
京
都
山
科
の
大
石

神
社
の
近
く
に
作
業
所
が
あ
り
社
寺
錺
金
具

全
般
の
製
作
を
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
26
年
初
代
の
正
道
が
京
都
に
お
い
て

十
余
年
の
修
業
を
経
て
独
立
、
二
代
目
が
私

正
嗣
、
三
代
目
が
息
子
正
太
で
昨
年
法
人
化

致
し
ま
し
た
。
当
初
は
神
社
関
係
の
錺
金
具

（
社
殿
の
建
築
金
具
、
殿
内
の
諸
神
具
の
金
具

及
び
祭
礼
の
御
輿
、鳳
輦
、鉾
や
山
車
の
金
具
）

等
を
主
に
製
作
し
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
寺

院
の
荘
厳
金
具
か
ら
近
代
建
築
の
内
装
金
具

等
幅
広
い
分
野
の
製
品
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
文
化
財
の
復
元

修
理
工
事
等
も
手
掛
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
（
京
都
府
の
社
寺
建
築
金
具
や
祇
園
祭
り

の
鉾
金
具
の
復
元
、
新
調
等
）。
平
成
22
年
〜
30
年
に
か
け
て
は
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
新
築

復
元
錺
金
具
工
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
約
四
百
年
前
の
金
具
の
残
存
資
料
よ
り
忠
実
な
復

元
が
求
め
ら
れ
、
高
度
な
技
術
や
意
匠
に
触
れ
先
人
の
偉
大
な
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧

倒
さ
れ
る
思
い
で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
少
な
く
な
っ
た
水
銀
鍍
金
の
技
術
研
究
も
掘
り
下
げ
、
又
環
境
問
題
に
完
璧

に
対
応
の
出
来
る
設
備
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
昨
今
文
化
財
保
護
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
が
当
社
も
対
応
す
る
に
十
分
な
条
件
を
整
え
て
い
ま
す
。

　　

今
後
共
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。
会
員
の
皆
様
，
賛
助

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新　規　会　員　紹　介
京
都
社
寺
錺
漆
株
式
会
社�

代
表�

　
治
村 

嘉
史
（
京
都
）

株
式
会
社�

後
藤
錺
金
具
製
作
所�

代
表
　
後
藤 

正
嗣
（
京
都
）
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令和2年3月

№ 企業名（正会員） 氏名 登録部門 準会員数 
（人） 郵便番号 所在地 電話番号

FAX番号漆 彩 剥 丹 金

1 （一社）天野山文化遺産研究所 山内　章 ● ● 6 586-0086 大阪府河内長野市天野町997 0721-55-3772
0721-55-3776

2 ㈱ 大 谷 相 模 掾 鋳 造 所 大谷哲秀 
（大谷秀一） ● 7 537-0011 大阪府大阪市東成区東今里2-6-20 06-6971-6571 

06-6971-6511

3 ㈱ 片 山 片山富夫 ● ● ● ● 5 601-8308 京都府京都市南区吉祥院向田東町10 075-322-1236 
075-316-6333

4 ㈲ 川 面 美 術 研 究 所 荒木かおり ● ● 17 616-8242 京都府京都市右京区鳴滝本町69-2 075-464-0725 
075-464-0099

5 岸 野 美 術 漆 工 業 ㈱ 岸野直資 ● ● 15 321-1404 栃木県日光市御幸町587-2 0288-53-3366 
0288-54-0072

6 京 都 社 寺 錺 漆 ㈱ 治村嘉史 ● 6 611-0041 京都府宇治市槇島町吹前85-3 0774-24-4489 
0774-24-4489

7 ㈱後藤社寺錺金具製作所 後藤正嗣 ● 4 607-8302 京都府京都市山科区西野山欠ノ上町1-39 075-593-4842 
075-593-4844

8 ㈱ 小 西 美 術 工 藝 社 デービッド・ 
アトキンソン ● ● ● ● ● 64 108-0014 東京都港区芝4-4-5三田ＫＭビル3階 03-5765-1481 

03-3455-9250

9 ㈲ 彩 色 設 計 小野村勇人 ● ● 7 615-8072 京都府京都市西京区桂木ノ下町25-8 075-201-4582
075-201-4582

10 ㈲ 齋 藤 漆 工 芸 齋藤敏彦 ● ● 12 250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1285-381 0460-84-2802 
0460-84-0770

11 ㈱ さ か い 酒井清裕 ● ● 3 520-2331 滋賀県野洲市小篠原7-1 0775-87-1178 
0775-87-5355

12 ㈲ 佐 和 漆 工 芸 社 伊原建樹 ● ● ● 13 321-1423 栃木県日光市七里880-5 0288-53-3106 
0288-53-3118

13 ㈱ さ わ の 道 玄 澤野道玄 ● ● ● ● 18 604-8232 京都府京都市中京区錦小路通油小路東入る空也町491 075-254-3885 
075-254-3886

14 （一財）塩尻・木曽地域 
地場産業振興センター

小口利幸 
（太田洋志） ● 2 399-6302 長野県塩尻市木曽平沢2272-7 0264-34-3888 

0264-34-2832

15 ㈲ 島 津 漆 彩 色 工 房 島津達也 ● ● ● ● 16 731-5151 広島県広島市佐伯区五日市町大字上河内791-3 082-208-2407　　
082-208-2407

16 ㈱ は せ が わ 美 術 工 芸 秋吉泰良 
（田鹿秀夫） ● 7 822-0011 福岡県直方市大字中泉今林885-26 0949-24-7211 

0949-24-7221

17 邑 田 漆 芸 ㈱ 邑田正廣 ● ● 10 607-8355 京都府京都市山科区西野大鳥井町118-45 075-591-4137 
075-502-0638

18 ㈱ 森 本 錺 金 具 製 作 所 森本安之助 ● 9 600-8321 京都府京都市下京区楊梅通西洞院東入る八百屋町59 075-351-3772 
075-361-8877

19 ㈲ 横 山 金 具 工 房 横山智明 ● 3 601-8394 京都府京都市南区吉祥院中河原里北町14-3 075-325-4861 
075-325-4862

20 ㈱ 若 林 工 芸 舎 新谷和義 ● ● ● ● 8 600-8218 京都府京都市下京区七条通新町東入西境町148-5 075-371-3137 
075-371-3140

№ 企業名（賛助会員） 氏名 郵便番号 所在地 電話番号 
FAX番号

1 ㈱ 堤 淺 吉 漆 店 堤　孝 600-8098 京都府京都市下京区間之町松原上ル稲荷町540 075-351-6279　　
075-351-6270

2 ナ カ ガ ワ 胡 粉 絵 具 ㈱ 中川晴雄 611-0013 京都府宇治市菟道池山24 0774-23-2266    
0774-20-4666

3 NPO 法 人 丹 波 漆 岡本嘉明 629-1302 京都府福知山市夜久野町今西中710 080-5700-4363

4 NPO 法 人 麗 潤 館 矢崎孝子 319-3526 茨城県久慈郡大子町大子705 0295-76-8777　
0295-76-8779

5 鹿 田 喜 造 漆 店 鹿田　明 600-8042 京都府京都市下京区麩屋町通仏光寺上る俵屋町290 075-351-7106 
075-351-3166

※準会員：各正会員と直接的な雇用関係がある技術者

（一社）社寺建造物美術保存技術協会�名簿

今年度より着任となりました。不慣れ故、会員・関係機関の皆様にはご迷惑やご心
配の尽きない一年であったかと思います。折に触れ、温かい手を差し伸べていただ
き、何とか一年を終えようとしています。新年度もどうぞよろしくお願い致します。（S）

編集
後記〒108-0014

東京都港区芝4-4-5　三田 KM ビル3F
㈱小西美術工藝社内（事務局）
Tel：03-5765-1481　Fax：03-3455-9250


